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提言

•課題１ 需要のミスマッチ

•課題２ 産地の経営力低下

•課題３ 人材不足（外部人材の活用不足）

クリエイティブ産業と伝統的工芸品との連携
産地の構造改革



産地構造の現状

地域の自然・歴史・伝統

素材・技術・道具

作家・伝統
工芸士

人間国宝
芸術院会員

工芸の「文化優先」と「経済優先」
の統合モデルの構築

文化優先の伝統工芸
文化庁：文化財保護法
芸術上価値が高く、又は工芸史上重要な地位を
占め、かつ、地方的特色が顕著なもの

経済優先の工芸

伝産法：産業として振興

・地域製造業の基盤強化

・産地の雇用創出や所得安定

・地域ブランドの向上

個人作家



産地日本文化に果たす役割

全国には産地の数だけ地方文化がある
工芸が消失すると、邦楽・舞踊・和食などあら
ゆる日本文化が消失



伝統的工芸品のポテンシャルと脅威

①世界市場への拡大

②インバウンド需要

 ③工芸ブランドの向上

（産地の構造改革、クリエイティブ産業との連携、

伝統的工芸品公募作品展 など）

 ④中国の成長脅威（国家級荊州伝統

工芸工房・長江芸術工程職業学院）


	スライド 1: 経産省 エンタメ・クリエイティブ政策研究会 現状と課題 
	スライド 2: 提言
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5

